
  

楽譜点訳グループ「アダージョ」の規則は赤色、 

視覚障がい者と点訳者のための音楽ソフト「ビースコア」の入力方法は緑色 

で付記 



改訂履歴 

日付 ページ

番号 

印刷用ページ番号

(表紙等も含む) 

内容 

2020.9.5 全  初版 

2020.9.9 8 12 曲想用語のカッコの点字変更を追記。 

2020.9.15 10 14 No.31d 説明文変更。 

2020.9.16 17 21 No.43e 枠範囲訂正 

2020.9.18 10  14  No.30 f 線上のフェルマータのビースコアでの

入力方法説明追記 

 15 19 No.41 Fine の前の複縦線・終止線も記載通り

にする 

 17 21 No.43 c,d 直前の小節を繰り返し×3 

 → 直前の小節を 3 回繰り返しに修正 

 17 21 No.43 h cr.+丸々コピーは不可。説明訂正 

 20,22 24,26 No.46 N 小節戻って繰り返し 

→ N 小節戻って丸々コピー(臨時記号がある

ので) 

 23 27 14.和音 和音の方向を明記 

 24 28 No.49 b 和音が上からの場合の説明追記 

 25 29 No.51 e 第 2 声のシャープは既出なので 5 の

点♭は「不要」に訂正 

2020.9.29 7  11  No.27 c 集合音符マーク追記 

 23 27 No.48 e 2 小節目 スラー×2→スラー×1 

 28 32 年号 1729～1802 の書き方訂正 

2020.10.5 17 21 No.43 h 集合音符マーク追記 

2020.10.6 19 23 No.45 小節番号の説明、小節番号修正 

2020.10.7 2 5 No.7 非表示の参照ページ修正 

 全  改訂日付の書き方統一 

2020.10.9 23 27 注意書き変更 

2020.10.12 24 28 No.49 注意書き変更 

2020.12.12 7 11 No.25c 16 分音符 5 連符→8 分音符 

2021.7.27 8 12 No.28e ヨ 3 の点の次の音符は音列が必要 

 11 15 No.32e トリル連続追記 

 22 26 繰り返しの□追記 

 24 28 No.49 a 8 度連続の臨時記号は書けるようにな

った(V4.90) 

2021.9.7 14 18 No.49 a 8 度連続の臨時記号は書けるようにな

った(V4.90) 

2022.7.29 2,5,7,8, 

10,12,15, 

16,24,30 

6,9,11,12, 

14,16,19, 

20,28,34 

V4.96 に伴う変更その他 

2022.12.28 14 18 No.40d ～マークの削除 



  

※のページ番号は、B’Score プロジェクト著「改訂版 

点字楽譜の作り方」の該当ページ。 



  

※P.77～94 
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4 

2 
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C 

ビースコアの表示では旗のつなげ方(連桁)はこの通りにならない。拍が合っていれば OK. 

2019.8.18 追記 



  

2 
2 

￠ 

￠ 

￠ 

ｃ 

注）2 小節休みは全休符２つ、3 小節休みは全休符３つ。ビースコアでは未サポートな

ので、全休符の間に小節線を入れ、その小節線を選択して Shift+O を押し「非出力点字(点字印刷

/BSE ファイルに出力しない点字)」に設定する。4 小節以上の休みは、※P.124「小節のくりかえ

し」ダイアログの一番下「Ａ小節休む」を選び、A 欄に小節数を入力する。 

※P.92～94 

2019.5.4 追記 2020.8.24 修正 

2020.10.7 No.7 非表示の参照ページ修正 

2022.7.29 非表示→非出力 

2 小節休み、3 小節休みのとき、全休符の間の小節線は非出力に。P6.1 参照 



2  

￠ 

9 
8 

※P.84～91, 167～169 



  

※P.179～185 

アダージョでは、原則として 2 重でないところは通常スラーを使用する。 

また、「5 つ」でなく「4つ」以上の音符にかかるスラーは、スラー開始・終了を使う。 

2020.8.31 修正 



  

フレーズスラーの開始ダイアログの、「終了開始」ボタンを押す 

※P112～114,P158～160 

、集合音符 

集合音符するべき音符 

集合音符にしてはいけない音符 

短（分別記号）P158 

3/8 拍子なので不可 

後が 8分なので不可 

長（分別記号） 

2 重スラーは外側をフレーズスラー、内側を通常スラーにする。 

2022.7.29  

2 重スラー説明追記 



  

、分別記号 

※P112～124, P158 

繰り返しにするべきところ 

長（分別記号）P158 

必須ではないが、集合と読み間違え

ないように、入れると親切 



非翻訳点字、非出力点字について 

 

ビースコアでは、「音符表示ができず、点字の下に赤線が引かれている。」状態を「翻訳でき

ない」状態と言っています。 

翻訳できないところは、毎回、エラーメッセージがでてきます。「今後翻訳エラーを非表示

にしますか？」とメッセージがでて、「はい」を押すとメッセージは出なくなりますが、表示は

変わりません。ビースコアはまだまだ、完璧に点字を五線譜に表示するには力不足で、未サポ

ートの記号や、未サポートの点訳規則があります。 

 

点訳者は未サポートの点字を書きたいが、書くと翻訳できなくなるときは、その点字を入力

してから「非翻訳点字」に指定します。 

また逆に、点訳の規則からはこの点字を入れないが、入れないと翻訳できないときは、その

点字を入力してから「非出力点字」に指定します。 

 

非翻訳点字にするには、 

対象の点字をマウスでドラッグして反転させ、Shift+N キー、またはマウス右ボタンを押してポ

ップアップメニューで非翻訳点字指定・解除を選ぶ。 

非翻訳点字は赤く表示される。点字印刷したときにはこの点字は出力される。五線譜表示には

反映されない。 

 

非出力点字にするには、 

対象の点字をマウスでドラッグして反転させ、Shift+O キー、またはマウス右ボタンを押してポ

ップアップメニューで非出力点字指定・解除を選ぶ。 

非出力点字は緑色に表示される。点字印刷したときにはこの点字は削除されて左に詰められ

る。五線譜表示には反映される。  

 

設定を解除したいときは、どちらも再度同じ操作をしてください。 

 

以後、「非 T」はその点字を非翻訳点字に指定するという意味、「非 O」はその点字を非出力

点字にするという意味です。 

非翻訳点字指定例： 

 

 

 

 

 

 

 

非出力点字指定例： 

 

 

 

 

 

 

2020.3.8 追記 

6.1 



  

※P142～144 

9  

 

「6以上の分子の拍子」 

3 の倍数のときは 3 で割った拍数が基本単位 

12/8 のとき->12/3=4 4 拍子 

※P189～192,  P133～141, P125～130 

終了を省略する 

2020.3.8 変更     2020.12.12  25c 16 分音符→8 分音符 

2020.9.29 集合音符追記  2022.7.29 集合不可追記 

c 

× 

8 分音符なので集合にできない 

レ下がり（P16）でもよい 



  

用語 accel.と強弱記号 fの順序：アダージョでは原本順。 

上記では f accel.の順。 

cresc. cres. cre. はすべて、
cr.と書く 

cr  

記号開始+記号＋3 の点 2個（継続の点線を表す） 

点線の開始終了： 

ビースコアは未サポート。開始の 2つ目のと、点線の終了を非 Tに指定する。 

の次の音符は
音列が必要 

poco rit   

2020.3.8 追記 

2020.9.9 追記 

2021.7.26 追記 

2022.7.29 追記 

非 T 

P.126 では、曲想用語のカッコはとしているが 

世界標準に合わせ、に変更した。 

V4 以降のビースコア、アダージョは 

世界標準に合わせる。 

 点線の終了 

記号開始＋3の点 

順序に注意。逆でも翻訳できてしまう 



  

ritedim  

 

非 T 



  

※P161～167,  P176～179 

線上のフェルマータ、複縦線の順に書く。 

＜＞ 「ミヨシアクセント(Swell)」未サポート 順序はアクセントと同じ。 

※P145～146 ビースコアでは、装飾音の連桁表示はで

きない。斜め線付きが短打音。斜め線な

しが長打音。 

装飾音は集合音符にで

きない。 

長打音 

長打音 

短打音 

長打音に分別記号が必要。 

2020.9.15 No.31d 説明変更 

2020.9.18 No.30 説明追加 

2022.7.29 No.39f 表示修正済 

音符上、音符間のフェルマータは、後記号→フェルマータ 、 

線上のフェルマータは、楽譜記号→リピート記号 に分類しています。 



  

と同じ 

※P147～149 

タイ（非 T） 1 小節繰り返し＋タイ（非 T） 

1 小節繰り返しにトリルが含まれるが、タイは含

まれない 

※P150～153

4 個以上の音符につい

ているトリルは、最

初の音符の前に

、最後の音符

のあとに（非 T） 

2021.7.26 トリル連続追記 



  

※P153～156 

※P173～174 

※P175～176 

2022.7.29 表示修正 



  

※P196～199 

リピート開始 atempomf ・・・ 

スタッカート連続は不可。一番カッコの前で切る。 

一番カッコ atempo ・・・ 

2 小節休符は、3 小節休符は、4 小節休符以上は小節数 

ビースコアでは、2 小節休符は

、3 小節休符は

と、間に小節線を入れ、小節線は

非出力(非 O)にする。 



  
※P216～219 

 

2021.9.7 No40.c 問題内容の変更 

2022.12.28 No40.c ～マークの削除 

フルスペルで書く 



  

リピート終了、終止線、マスあけ、ヨ Fine ヨの順 

同じ演奏が 2小節くり返されるとき 

 丸々コピー（アダージョ用語）コピー元の臨時記号、指記号、松葉などの記

号がコピー先にも記されている。小節間のタイも含まれる。 

    非 T にする 

 通常のコピー 2 回目に、ナチュラルがない、指記号がない等、まったく同じ

ではないが演奏が同じとき。小節間のタイは含まれない。 

2020.2.12 追記 

2020.9.18 No.41 Fine の説明変更 

2022.7.29 表示説明追記 

1 小節目のセーニョを表示しない（V4.96） 



  

※P114～124 

省略しない 

スタッカートは単独にする 

フレーズスラー開始 フレーズスラー終了    

タイ   タイ    タイ    

       非 T 

第 5 音列 丸々コピー（臨時記号がコピー先にもあるので）   

カナの「れ」１２４５の点を、２３５６の点に下げた点字を 

「レ下がり」と呼ぶ。  

表示が変。長いスラーがかかる（V4.96） 

2022.7.29 表示が変 追記 



  

フレーズスラー開始                フレーズスラー終了 

スラー      スラー       スラー 

P 第 5 音列 レ下がり 

丸々コピーに cr. は付加できない。 

全て書く。 

音列＋丸々コピーは特例で可。ほかの記号は

すべて不可。 

・小節の一部をレ下がりにする場合、レ下がりが 

行頭になってしまうときは使わない。 

・小節全体のレ下がりは行頭でも使ってよい。 

2020.9.15 No.43e 枠範囲訂正 

2020.9.18 No.43c d h 訂正 

2020.10.5 No.43 h 集合音符マーク追記 

直前の小節を 3 回繰り返す(3 回以上から数字で表す) 

直前の小節を 3 回繰り返す 



  

a,b はアダージョでは繰り返しを使わない。 

 4 小節休み 

 #があるので 2 小節丸々コピー 

 2 小節コピー    2 小節コピー 

  2 小節コピー+フレーズスラー終了 フレーズスラー開始 



2～5 小節目＝10～13 小節目だが、アダージョでは、省略は使わない。 

                          1                           2                                 3                        4                                 5 

 6                                            7                                      8                                           9 

 10                                         11                                    12                                         13 

 14                                       15                                    16                                             17 

段の始めの小節に戻るなら OK 

アダージョでは使わない 

2020.10.6 小節番号の説明、小節番号修正 

 小節番号は、一段譜の場合、段の最初の小節にのみ行頭から２マス空けて書きます。 段の途中

の行は行頭から楽譜を書きます。 不完全小節で始まるときは最初の小節番号は０です。 

 段は、通常は曲の小さな切れ目(フレーズ）の単位で区切ります。1 つの段が複数行になり、1 ペ

ージに 2，3 段が入るようになるのが理想です。  

段の切れ目がページをまたがってしまうときは、できるだけ小節の切れ目で 次のページに移り、

ページの最初の小節には小節番号を入れます。 その後の段の切れ目がずれることはなく、そのフ

レーズが終わったら 段を区切ります。  

 点訳を始める前に、曲全体を見渡して、どこで段を区切るかまず決めますが、改ページの位置な

どで変更するほうが良いこともあります。 

2～5 小節目＝10～13 小節目だが、アダージョでは現在の位置からたどれない小節への移動は行わ

ない。 



  

 3 小節戻って丸々コピー(臨時記号があるため。以後同様) 

 4 小節戻って丸々コピー 

2020.9.18 No.46  n 小節戻って丸々コピーに改訂 



  

 3 小節休み 



  

 3 小節戻って丸々コピー 

 4 小節戻って丸々コピー 

2020.9.18 No.46  n 小節戻って丸々コピーに改訂 

2021.7.27                □繰り返し追記 



  

※P.95～ 

ラ、スラー(非 T)、3 度、 

スラー、レ、8 度 

タイ×２   タイ×２   タイ×３  タイ×１ 

スラー×２  スラー×２  スラー×1     単音のタイ 

 

  スラーは省略し、「和音のタイ」でスラーも表せる。 

本問題集では、明示されているとこ

ろ以外は、和音は下から書いてくだ

さい。(音部記号に従わない) 

2020.9.18 和音の方向指示を追記 

2020.9.29 スラーの数修正 

2020.10.9 注意書き変更 



  

8 度連続に限り、基準音の臨時記号は省略中の従音にもつくことになる。連続開始・終了の従音の臨時記号は

書く。 ♭が付いているので連続可能。 

和音連続 

でやってみましょう。 

× 
音符法ではできない 

オクターブなら音符法でも可能。 

b は、もし和音を上から書く

場合なら、＃のところ、また

はその前で 3度連続を止め、

改めて 3度連続を開始する。 

2020.9.18 No.29 b 説明追記、2020.10.12 ページ頭の説明追記。 

2021.7.27 Ｎo.49 省略中の従音臨時記号が書けるように改訂。2022.7.29 表示バグ追記 

この♭は表示できていない（V4.96） 

タイ 

スラー 



  

※P.108 

それぞれの声部に通常のアルペッジョを書く 

★臨時記号が最初の声部にないとき、後から 

臨時記号がついていることがわかる場合がある。 

他の声部の臨時記号を点訳者が補う「5 の点＋臨時

記号」が必要になる。 

5 の点♯が必要 

既出なので 5 の点♭は不要 

部分け法で原本にない

休符を補って書く場合

は、「5 の点＋休符」と

する。 

5 の点は点訳者が補っ

た記号であることを意

味する。 

2020.9.18 No.51 e「 必要→既出なので不要」に訂正 



  

※P.106 

～ 

 
      

 

スラーにカッコがついているときは、スラーのみをカッコで囲む。 

 

★ 楽譜中のカッコ（～）と、文章中のカッコ（～）は異な

るので注意。 

2020.9.18 No.54 c 問題削除 



  

(原則。詳しくは毎回の点訳要領を参照する。) 

ヘッダ部に日本語と外国語が混ざる

ときは、原則として言語は「日本

語」にする。 

(日本語の中の外国語には、外国語

引用符、外字符がある。外国語の中

の日本語には～が使われるが、

公認されていない。) 



  

この点訳は言語を「外国語」とし、日本語はカッコ（～）で囲ん

でいる。 

英語の大文字符はだが、欧州言語では 

の大文字符は、ビースコアでは未サポート。 

言語が英語のときのかなの入力： 

メニューの一般記号→かなの かな開始  () と かな終了 () で囲む。F8 で入力すると毎回前後につく

ので注意。 

言語が日本語のときのアルファベット入力： 

F9 で入力すると毎回外国語引用符が前後につくので注意。略称や文字には外字符（メニューの一般記号→

アルファベットの 外字符）、語句や文には外国語引用符を使う。 
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 

2020.9.29 年号の書き方修正 

 



  

アダージョでは通常使わない 

３．１，２を繰り返す。 

 

詳しくは、「アダージョのピアノ譜の書き方」参照。 



  

１１．のドット「．」は翻訳できないので非翻

訳にしてください。(拍子の点字とかぶる) 

2022.7.29 説明追記 

 



  



  

続けて書くときは１マス空けて～（アルファベット中のかな開始終了）で囲む 

カッコ～の中に 

外国語引用符 

１ 

５ 

◎ 

2 小節丸々コピー 
非翻訳 

◎ 



  

3 拍目を繰り返しにするなら、スタッカート連続はここで止める 

3 回繰返し 



 


